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履修に
当たっての
注意・助言

講義計画

このゼミでは、ゼミ生の方の応援の形が基本ですが、 
１． 論文を書く上での心構え 
２． 論文としての質 
３． 論文の独創性 
４． 図書館資料検索ガイダンス 
５． テーマの候補選び 
６． テーマと考え方 
７． 研究計画書提出 
８． グループでの発表 
９． 仮の章立て 
１０． 資料収集状況 
１１． テーマと方針資料収集 
１２． 参考文献を読む 
１３． 参考文献を読む 
１４． 資料の整理 
１５． 資料の整理 
１６． 各章ごとに骨子をレポートにまとめる 
１７． 各章ごとに骨子をレポートにまとめる 
１８． 部分発表 
１９． 部分発表 
２０． 検討会 
２１． 質的向上をはかる 
２２． 資料の追加収集 
２３． 資料の追加収集 
２４． 部分発表 
２５． 部分発表 
２６． 検討会 
２７． 検討会 
２８． 弱点補強 
２９． 弱点補強 
３０． 独創性 

テキスト プリントその他

参考書

目的と概要

卒業論文を、書くためには、関心のある分野の可能なかぎりの資料集め、その調査、分析の過程から、テーマ
の決定（早くから決めている場合も勿論多い）、さらにテーマに関連する資料を検討し、関連の論文にあたった
りするたいへんな時間と忍耐力を要します。なるべく３回生のうちから少しずつ準備を始めておくことが望ましい
でしょう。

成績評価法 平常点、積極性

開期 通年 水曜日3限

授業テーマ 論文を書くための準備

科目名 ゼミナールⅠ
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